
グローリーのコア技術

▶認識・識別技術

技術基盤

▶メカトロ技術
機械工学と電気工学を高度に融合させたグロー

リーのメカトロ技術は、人間の手で行うかのような
細やかな作業や極めて複雑な作業を、驚くべきス
ピードで処理し、厚みやサイズの異なる各国硬貨を
1分間に3,000枚のスピードで計数し、選別・包装し
ています。また紙幣の表裏・天地を揃えて美しく束ね
るなど、「数える」「仕分ける」「束ねる」の各工程に最
先端の技術を投入しています。このメカトロ技術は、

通貨処理機だけでな
く自働化ラインの構
築やロボットソリュー
ション等にも活用し
ています。

グローリーは、通貨処理という極めて厳正さが求め
られる条件下で認識・識別技術を研鑽してきました。画
像パターンを高速演算処理で照合し、紙幣は1分間で
1,000枚、硬貨は1分間に3,000枚と高速で流動させる
なかで金種や真偽を見分けます。認識・識別技術は、
税金や公共料金の支払票等の帳票の判別や、選挙の
投票用紙に書かれた手書き文字の認識など、通貨処

理以外の分野でも活
用されているほか、厳
密な個人認証を可能
にした顔認証技術へ
と広がっています。

ニーズ 技術開発の進化 コア技術 新領域事業へつながる技術

真偽判定技術
紙幣の真偽を判定

記番号認識技術
紙幣に印刷された

固有番号（記番号）読取

金種判定技術
紙幣の金種を判定

文字判定技術
手書き文字を読取

紙幣・硬貨搬送技術
紙幣・硬貨を高速で処理

紙幣・硬貨分類技術
金種別に分類

高
速
化

小
型
化

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

顔認証技術
人の顔画像の照合、年齢・性別推定

骨格認識技術
人の骨格から姿勢を認識

物体認識技術
どのような形状の物体が、
どこに置かれているかを認識

制御技術
モノを掴む・分ける・運ぶ技術

【活用シーン】
ウォークスルー認証、来店客検知

【活用シーン】
転倒検知、動作検知

【活用シーン】
ロボットを活用した生産

【活用シーン】
商品管理、自動ピッキング

製品に搭載する
センサーの増加

読取データの
特徴把握技術

テータ送信
速度向上

新たなセンサーの
開発・小型化

センサーで
読み取る

データ数増加
新たな半導体

の採用

モデルデータとの
照合技術

センサーの
読取速度向上

センサーの
読取画素数向上

ローラーによる紙幣の
曲がり防止技術

摩擦を利用した
紙幣分類技術

吸引力による
紙幣処理技術

遠心力による
硬貨搬送技術

硬貨直径差を
利用した分類技術

交流電流を活用した
紙幣・硬貨分類技術

手書き文字の認識・印鑑照合

硬貨の搬送

紙幣の搬送

硬貨の金種分類

紙幣の金種分類

偽硬貨の排除

偽紙幣の排除

破損・汚損紙幣の自動仕分け

紙幣の自動仕分け
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技術基盤

DMP事業

▶データアナリティクス
新領域事業の拡大に向けてデータアナリティクス技術を活用

し、お客さまや社会が求める価値を提供するデジタルトランス
フォーメーション（DX）を推進しています。データアナリティクス
技術の強化を目的に、資本業務提携を行ったIoTベンチャーの
株式会社アドインテと協働で、小売店・飲食店向けに集客率向
上に向けたデータ活用サービス「BUYZO」を、2021年7月より展
開しています。

▶生体認証技術（顔認証・骨格認識）
通貨処理機の開発で培った認識・識別技術は顔認証や骨格
認識といった生体認証の技術として進化しています。顔認証シ
ステムは業界最高クラスの認証精度を誇り、セキュリティ対策は
もちろん、業務の効率化や顧客サービスの向上に活用されてい
ます。また、生体認証技術は、医療・介護など新たな分野に広が
りつつあります。当社グループは、人の骨格から姿勢を正確に
認識できるAI画像認識技術を開発し、この技術を応用した転倒
検知システム「mirAI-EYE（ミライアイ）」を発売しました。

▶ロボット／制御技術
グローリーでは、埼玉工場で生産性の改善と製品の品質安
定のため、組立工程にヒト型ロボットを導入したことを契機に、
ロボットソリューションを生み出しました。グローリーのコア技
術である認識・識別技術に加え、「掴む」「吸着する」など用途に
合わせた130種類以上の専用ハンド（エンドエフェクタ）や周辺
機器を自社で設計開発し、各種業界で幅広く適用されるロボッ
トソリューションサービスを展開しています。

〈 居室 〉

認識・識別技術とメカトロ技術を当社のコア技術と捉え、それらの技術を徹底的に追究して
いくことを基本方針としています。また、認識・識別技術をベースに、顔認証技術等のバイオメ
トリクス関連の研究にも積極的に取り組んでいます。2024年3月末現在、研究開発にはグルー
プ従業員の13％に相当する約1,400名が従事し、基礎研究分野から製品の開発、設計までを
手掛けています。2023年度は、研究開発費の計上基準を変更したため、過年度と比較して研
究開発費が増加し、195億円となりました。
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■ 研究開発費・売上高比率推移

（百万円） （%）

4

5

6

7

8

0

5,000

15,000

10,000

20,000

2024/3

■研究開発費　　　売上高比率
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新領域事業を支える技術 技術革新を支える研究開発体制

骨格認識技術と3次元カメラを用いて転倒を検知
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